
令和 2 年度 第 1 回 学校運営協議会 記録   

 

◆日時     令和 2 年 10 月 12 日（火）１６：００～１７：００  

◆場所     図書室 

◆出席者  地域代表 5 名   保護者代表 1 名  学識経験者 3 名  地域コーディネーター2 名 

      校長  副校長  主幹教諭 2 名    

  

１ 学校運営協議会委員委嘱（委員会） 

  委員会挨拶 

   

２ 委員長・副委員長選出 

 

３ 委員紹介（自己紹介） 

   

〈協議〉 

４ 学校経営方針説明（校長） 

  〇資料６ページ～７ページ参照  

・グランドデザイン。地域社会と歩む学校として、学校運営協議会を設立。 

・体力向上では、日頃の健康づくり重視している。運動会ではラジオ体操を演技で行う。 

保護者のみの参観。 

・学習や活動で、自己肯定感の育成を目指している。学校・地域・家庭で同じ方向を目指していきたい。 

 

５ 地域学校協働支援本部の説明（学校地域コーディネーター） 

  〇資料１０ページ参照 

・地域と学校のつながりを大切にしていきたい。 

   ・一人暮らしの高齢者に年賀状を送ることを実践してきた。当初は、３年生・５年生の児童と神奈川中 

・学校の美術部などの生徒によるものだった。今年は４５０枚にもなる。創英中・浦中・子安小も含めて。 

・学校行事への参加をしている。（体力テストなど）前項遠足では、片道３キロ程。とても疲れるが、上級

生が下級生を助けて帰ってくる姿を見ることができた。 

・エプロン先生では 1 年生の給食の補助を１０名ほどの方にお願いしている。 

・地域教材の提供（井戸体験）やぐちっこ祭り文化スポーツクラブと連携して参加。 

・見守り隊１０名前後。高齢化が問題。もっと増えてほしい。読売新聞配達の方にも見守りをお願いして

いる。 

・地域コーディネーター２０年くらい前にできた。神奈川中ブロックでサマースクールが持ち上がった時

に 3 校でできた。白幡小は土曜塾を実施している。神奈川中にもコーディネーターがいる。同じ神奈川

区内でも温度差がある。 

 

６ コロナ禍での学校の対応について（校長） 

〇資料１２ページ～参照 

・ノートの取り方がわかるようなワークシートの作成をしたり、わくトラプリントの活用をしたりした。 

・60 か所の地域の掲示板に学校からのお知らせを掲示していただいた。地域の方への情報提供ができた。



変更にも対応していただき、感謝している。アルコールや手作りのマスクをいただいたりした。がんば

ってというメッセージをもらったことが勇気になった。 

〇資料１６ページ～参照 

・安全と安心を確保するために宿泊を日帰りに変更した。 

・卒業式については、学校としては密を避けるために、在校生はなし。来賓も絞る。学校運営協議会の方々

には地域の代表として参加いただければと思っている。余裕をもって卒業できるように 3 月 25 日を予

定している。 

・授業参観・懇談会は資料の通り。 

・特別遠足も万が一の判断が必要になることを見込んで 1 週間のうちに実施。1～３年は 11 月に実施予

定。 

・新学習指導要領の実施について学校だよりで発信した。 

 

７ ご意見・質問  

  〇公園で手をつないで遊んでいる子供たちがいて、地域の人から「注意をした方がよいのでは」と言われた 

が様子を見ていた。行事が実施できたのは、よかったと思う。学校への感謝の気持ちでいっぱいである。 

子どもたちのよい思い出に変えられるとよい。（地域代表） 

〇毎朝、子どもとあいさつを実践している。わいわいがやがやしているが、マスクをつけている。コロナ禍

でも、子供たちはとても元気である。登校に保護者がついてくるということは今までは見られなかったが

今年は見られる。 

   １８ページの在校生（５・６年生）は（４・５年生）の誤り。卒業式は、我々も参加を楽しみにしてい 

る。登校してくる子どもたちは自分に時間を聞いてくる。とてもかわいい。だが遅い子はいつも遅い。 

心配である。家庭的に難しいのか。堂々たる態度で走って行かないのが気になる。（地域代表） 

   → 学校としても心配している。週に 3 回遅刻をした家庭には担任から家庭に電話を入れるようにしてい

る。朝、家庭に登校を促す電話連絡をしている場合もある。（主幹教諭） 

〇子どもたちとの関係が密で、すばらしい。学校運営協議会とはそもそも何なのか。掘り下げたほうがいい 

のではないか。学校づくり懇話会との違いを確認したい。（地域代表） 

→ 懇話会と大きく外れるわけではない。教育委員会の事務局の手を借りて、11 月に一項設ける。（校長） 

〇大口台小学校の子どもたちは、よその学校と比べるとおとなしいと言われている。 

よさもあれば、悪いところもあるが、とても気さくな子どもたちである。一つの地域だけなので、子ど 

もたちの声を聞きやすい学区である。先日、初代の見守り隊の方が亡くなった。ごあいさつの中で、 

「見守り隊の仕事が生きがいだった」というお話があった。町内でそのような方をまた見つけていきたい。 

   （地域代表） 

 

８ 今後の予定（副校長） 

  〇資料 11 ページの通り。 

・第 2 回は運動会の参観。第 3 回は 11 月 19 日。第 4 回は行内作品展の参観。第 5 回 2 月 27 日。報告を

させていただく。学校評価をお願いする。 

  〇事務連絡・・・封筒の書類について確認。 

 

９ 閉会（副校長） 


